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外 科 領 域 に お け るAminodeoxykanamycin
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日大石山外科

緒 言

Aminodeoxykanamycin(以 下AKM)がNK-1006物

質 として提供 され た と きに,こ ρ もの が塩 基 性 水 溶 性 抗

.生 物質 で,Kanamycin(以 下KM)に よ く似 た 抗 菌 ス ペ

ク きル を もち,ブ ドウ球 菌 に は 強 い抗 菌 力 を示 す が,結

核菌に は効 な い,き わ あ て 安定 で,体 内 で変 質 す る こ と

がない とい う こ とで あつ た の で,KM-Bに よ く似 た物

質 とは考 えた が,示 され た 化学 構 造 が 少 し く違 うよ うで

あつた の で,・明治 製 菓 薬 品 開 発 研 究所 の大 石 繁 喜 君 の協

力を得 て,臨 床 応 用並 び に そ の 基 礎 的事 項 を検 討 す る こ

とに した。 この報 告 は その 初 期 の もの で,後 に 多 くの研、

究者の 発表 が あ り,本 物 質 は 化 学 的 に は2ノ ーamin(》-2'-

deoxykanamycinで あ る こ'とが 明 らか とな つ た。

1。 血清および菌量pHの 影響

II.抗 菌 ス ペ ク トラ ム

教室保存の標準株20株 についてKM,SMと の比較

をみた。なお平板稀釈法で普通寒天培地によつて行なつ

た。 これによると,ブ 菌,大 腸菌ともにKMと ほぼ同

程度の抗菌力を示した。

耐性獲得実験では,ま ずSt.209P株 を用いたSM,

AKM,KMの3者 の比較をすると1.A培 地使用,

37℃,48時 間培養法で行なつた結果,SMは す ぐ耐性

を獲得 したが,つ いでKMが 階段的上昇を示 し,さ ら

に遅れてAKMが 耐性を持つた。15代 になつてlOOr

以上 とな り,比 較的耐性の持ちにくい ことを示した。次

いで,EcoliBに 対 する耐性状態であるが209P株 に

比して,比 較的急速な耐性獲得傾向を示 したが,他 の2

Table2.

まずブ菌209P株 とE.coliBに 対する培養pHの 影

響をみ る と,接 種菌量を6×106と 一定にした場合,

pH7.0～8.0で 良い抗菌力を示 し,酸 性側とでは3～4

段階の差を認めた。次に血清の影響では209P株,E・coli

B株 ともにほとんど差を認めなかつた。

Table1.Effect◎fpH◎fmediumontheactivity

ofaminodeoxykanamycin

Antibioticspectrum

3彦aP〕妙loce``麗 ∫aureus209P

〃

〃

〃

■ノ

〃

〃

StreP彦ecocczasS23

〃

pH5,06.07.08。0

〃

Tl2

Mg

TERASIMA

SMITH

NEWMAN

Testorganism

StaPh710coccus
aurezes209P

E,coliB

inoculum

size

cel]/m1

6×106

〃

〃

MIc(mcg/m1)

12.53.121。560.8

プ砒幽

～

12,53.123.120。8

Effectofseruminmediu】m、ontheactivity

ofaminodeoxykanamycin

ル翫70`o徽 ∫海 薦

品7`inaluteaATCC9341

βα`illussubtilisATCC6633

βσ`ぽJJ雛`eretiSmγ`oidesATCC9634

Escheri`hiacoliB

〃

Testorganism

StaPh■lococeZtS

aareZtS209P

E.60あB

inoculum

size

celllm1

6×106

〃

cont.5%10%20%40「)/o

MIc(mcg/ml)
0.60.62.52.52.5

0,61.251.25L252。5

〃

〃

〃

KI2

NIHJ

BMW

C14

1AM1253

1(lebsielgaPneumoniae

Pseudemonas〃ruginosaNCTC

10490

MIC(mcglml)
KMSMAKM

3.120.8

1.560.4

0.80.4

3.120.8

50三2.5

玉2.56.25

5025

2512.5

1.563.12

12.531.2

0.40.1

3.123.夏2

L560.8

1.560.8

6.251.56

3.121。56

3.120.8

6.256.25

3.120.4

>100100

3.12

0.8

3.12

3.12

25

25

25

12.5

0.8

12.5

0.4

1.56

0.8

3.12

12.5

3.12

3.12

6.25

12.5

12.5

NihonUniv, NihonUniv.
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Table3. DevelopmentofresistanceofStaph710co`cus

aureus209pinheart五nfus{onbroth・

Table4.

,1吻励俘0ヂ馳δ虚摺
μ掬ヵ{伽凱

Developmen.tofres圭stanceofE.coJiB

inheartinfUsionbroth.

ノ施励礎げ 伽 醜 嬬

剤 よりもゆるやかな上昇を示した。

ル物 η乙あ拓

IU.感 受 性 分 布

(普通寒天に よる平板稀釈法にて

28hours37℃ 培 養で判定した)

教室保存の病巣由来株について,ブ 菌,大 腸菌,変 形

菌,Klebstellaの4種 の分布域をKMと 比較 してみた。

まずブ菌[coag(十)]100株 の分布をみると,AKMで は
ひ

1・56～3・12mcg/ml把 ピークを示し100～ ≧IOOmcg/

ml以 上 の間に2峰 性になつた。 これに較べKMは ヒ

れよりも数段階上で ピークは6。25～12.5に あ りKM

よ りもAKMの ほ うが感受性域 では優れた 結 果 を得

た。また交叉耐性をみたが感性域・耐性域ともに交叉謝

性を認めた。

同様に大腸菌45株 についてみたが,AKMの ピーク

6.25mcg/mlに 対 しKMで は25mcg/rnlと 感性域で

は数段,AKMの ほ うが優れた結果を得た。交叉耐性で

もブ菌と同様であつた。

次にProtetes40株 についてみるとAKMは12.5

mcg/mlにKMで は25～50mcg/mlに 最高を宗し,'

ここでも1～2段 階優れた結果を得た。

最後にKlebstella(22株)セ こつ いて同 様AKMで は

1.56～3.12mcg1m1にKMは6.25～12.5mcg/m1で

数段階優れた結果を得た。.

この結果,StaPhilo,Celi,Protetes,1(勧蕊8伽のいずれも,

KMよ りAKMの ほ うが数段階優れた結果を得たが,

これはいずれの場合も感性域であ り,耐 性域に存在する

と思われ る株については,KM,AKMと もに差異はな

かつた。

IV.体 液 内 濃 度

まず 標 準 曲線 作成 に 当 り薄 層 カ ップ法 を 用 い,菌 株 は

BacillL`ssubtilisATCC6633を 用 い,培 地 はStreptomyc血

assayagar(Difco)使 用,培 養 温 度32℃,18時 間 培養

Table5.SensitivitydistributionofStaphylo`ecci(coag十)toaminodeoxykanamycininsurgica1負elds(100st鳳)

AminodeQxykanamycin

Kanamycin

MIC(mcg/ml)

≦SO.10.20.40.8L563.126.2512.5 2550100>100

23**39*312761

-一 一2**58*71939

9
ぬ

4
晶

-

1

・78

213

MICwithStaph■lococcusaureus209p

Table5,.

*undil 。**10-2

CrossresistanceofStaph1lococcuscoag(十)

100strs。

≦0102∂428L563126.Z41252550脚 嘱即

A"7inocCeexykanaaycinMC9/mt
ル,ゐ凶 α々橘

NihonUniv.

により判定を行なつた。 血清稀釈に よる曲線どBuffer

pH7.2～8.0の 各 々の曲線 は 図に示 したとお りであつ

た。これにより体液内濃度測定の際の稀釈液はpH7・4

PBSBufferを 使用 した。

(i)血 液 内移行濃度,尿 中排泄回収率について100

mg筋 注,250mg,500mgの3者 に分けて経時的にそ

の濃度を測定 し,そ の結果をみた。

lOOnig筋 注時(2名average1.5mg/kg)で は30分

後11.Omcgiml,以 後減少 し,6時 間後では1.6mcg/ml

であつた。 この時までの尿中回収率は平均28.1%を 示

した。
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Table6。Sensitivitydis重ributionofE.ω 」`to

aminodeexykanamycininsurgical丘elds.

(45strs.)

MIC(mcg/m1>

≦90.81.563.126.2512.5255010G>100

Table9. Standardcurveofam肱odeoxykana-

mycin

一
Am血odeo-

1tykanamycユn
コ

Ka血amycln

*一 一9248--1

_*__

3

315231-3

⑳

ざ
昆
主
竃

*MICwithE.coliB NihonUniv.

Table6'.CrossresistanceofE.celi45strs.

噸

ぎ　 　 ぬ だゐヨだぎゐゆ ぢお がき　

・cl・inte聯翻嚇
伽 瓢g

Table7.Sensitivitydistributi◎nofKlebsiellato

aminodeoxykanamycininsurgicalfields.

(22Strs.)

Table10。

10255'oze4ρ

勿oん伽
o〃0厩

SerumIevelsofam五nodeoxykanamycin

100mgIM.2persons。

70kg34ys.
(L4mg/kg)

60kg31ys.

(1。7mg/kg)

Average
(1.5mg/kg)

0 1/2

125

9。5

11。0

王

【

8.6

8.1

8.4

2

7.2

6.5

6.9

4

2.8

2.0

6

mcglm1
1.4

L8

Aminodeo-*

xykanamycin

Kanamycin

2.4【1.6

MIC(mcg/ml)
<IO.81.563.126.2512.52550100>100

85 3

*-6

1--2 3

Testorg.:B.secbtilisATCC6633

Method:CylinderplatemethodNihonUniv.

Tab1β10ノ.Urineconcentrationsofaminodeoxy-

kanamycin1OOmgLM.2persons.

74・-3 2

i・-1/2
*MICwithKlebsiellapneumeniaePCI602

NihonUniv.

Table8..SensitivitydistributionofProteusto
aminodeoxykanamycininsurgicalfields

(40strs,)

MIC(mcg/ml)

《0。8L563.126,2512,52550100>100

34ys.

70kg

!㎞inodeo繍*

xykanamycin

Kanamycin

31ys.

60kg

109

30

3.27

92

70

644

1/2～1 1～2

240121S

1525

3.605.38

125

40

5、0

135

65

8.78

2～4

107

65

6.96

60

115

6.90

4～6

105

40

4.20

60

95

5.70

total

Average

*11-321811

(*OA)
*1--2116151

23.4・lmg

(23,4%)

32.82mg

(32.8%)

Recovery28.1%

4

4

NihonUniv.

*MICwithProteusOx2 NihonUniv.

次に250mg筋 注時では,健 康成人3名 に用い(平 均

4・7mglkg)た 結果では,1名 に2時 間後に46.Omcgl

m1と 高い値いでピークを示した結果,平 均値では1～

2:時間に最高値を示す結果となつた。 その値は,1時

間後で平均30.5mg/ml,2時 間後で平均32.7mcg/ml

を示 した。また6時 間後は,5・4mcg/m1を 示 した。ま

た6時 間までの回収率は42.1%で あつた。・

最後に500mg筋 注時3名 平均9・4mglkgの 場合で

は,30分 後に最高値を示 し平均50・1mcglm■ を示 し,

1時 間後には平均44・Omcglmlと な り,漸 次減少して

6時 間で平均1!・7mcg!mlを 示 した。

500mg筋 注時の尿中回収率をみ ると39.3%と250

mg筋 注時とほぼ同程度を示した。

3老 の比較をグラフで表 わす と図13の ようになる

が,ほ ぼ比例的な状態を示している。

(ii)胆 汁中濃度

胆石症術後Tチ ューブ挿入の患老に500mg筋 注 を行
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Table11 Serumlevelsofaminodeoxykanamycin

250mgI.M.3persons.

Table12・Se…1evels・famih・de・xykanamyc亀

500mgIM.3persons. 、

50kg31ys.
(5mg/kg)

60kg28ys.
(4.1mg/kg)

50kg27ys.
(5mg/kg)

Average
(4.7mg/kg)

0 1/2

38.0

24.0

18.0

26.7

1

32.5

25.0

34.0

30.5

2

26.0

26.0

46.0

32.7

4

7.0

10.8

13.0

IO.3

6hours

mcg加1

7.6
50kg
(10mg/kg)

3.6
60kg
(8.3mg/kg)

5.0
50kg
(10mg/kg)

5.4
Average
(9.4mg/kg)

Testorg.:B.subtilisATCC6633

Method:Cylinderpla{emethod.

TablelY.

0 li・2

30.0

553

65.0

50.1

1

32.5

37.0

62,5

44.0

2

32.5

32.0

32.5

32.3

4

17.0

ノ

26.0

22.0

21.7

6h。 亡rs

92

8
ロ
2

.

雪

■
凸

13.0

.11.7

NihonUniv.

Ur三 漁ec◎ncentrati◎ns

Testorg.:、B.5麗 厩 ～isATCC6633

Method:Cyllnderpla亡emethod

ofaminodeoxykanamycin

250mgLM

NihonUniv.

3persons.

31ys.

50mg

(5.Omglkg)

28ys.

60kg

(4.1mg!kg)

27ys.

5Qkg

(5.Omglkg)

.Average

0～1!2

480

25

12.5

J560

25

14、0

720

15

10.8

112～1

2000

20

40.0

610

27

16.47

720

12.5

9.0

1～2

330

50

16.O

29て)

5◎

14・。5

523

30

15。69

2～4

330

70

23.1

290

180

52.2

455

65

29.58

の

4～6

570

65

37.05

115

120

13.8

120

95

11.4r

total

128.65mg

(51.46%)

110.97mg

(44.4%)

76.47mg

(30.6%)

Recovery 42.1%

NihonUniv.

TableI2'. Urineconcentrationsofamin.odeexykanamycin

500mgI.M.
ロ

3persons。

25ys.

50kg

30ys.

60kg

31ys.

50kg

Average

o～1/2

76.Omcg/ml

25.Om1

1.9mg

1300

25.0

32.5

910

120.0

109.2

1/2～1

2000

25.0

50.0

1500

15.0

22.5

1090

25.0

27.25

1～2

123◎

2◎.0

24.6

1280

15.0

19.2

1280

60

76.8

2～4

61.5

75.0

46.13

860

50.0

43.0

305

90

27.45

4～6

355

65.0

23.08

750

65.0

48.75

365

100-1'

36.5

total

145.71nig

(29.1%)

165.95mg

(33・2%)

277.2mg

(55.4%)

Recovery 39.3%

NihonUniv.
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TableI3. Serumlevelsofaminodeoxykanamycin

(i.㎡,)

Table14.

**100mg

(L9mglkg)

*250mg

(4.7mglkg)

*500mg

(9.4mg/kg)

Bileandserumconcentrationsof

aminodeoxykanamycin500mgi.m.

・11/2

12.5

26.7

50.1

1

8.6

30.5

44.0

2

7.2

32.7

4

2.8

1

10.3

32.5 2L7

16h・urs
mcg/ml
1.4 Bi!e

5.6

Serum

0

一

1/2

trc.

40.0

1

trc.

36.0

2

1L5

29.4

4

13,0

18.6

6hours

mcg/ml
7.6

10。0

IL7 Table14t.

Testorg..B.subtilisATCC6633

Method:Cylinderplatemethodし
*Average(3persons)
**Average(2persons> NihonUniv.

Table13'.Serumlevelsofamin◎deoxykanamycin

(1.M.)

噺`

〃勾短

ミ
卸i

2「

ノジi

L.

NihonUniv.

Bileconcentrationofam三nodeoxykana_

血ycin(500mgIM.〉

7}豆 ¢騨1鋤,a5膨 ・1」5βπ66」3

瀦∂`娩()ritrderi)leteMs:h::2＼

、㌔
㌧、
、、
、、
、」嚇

、、

＼礎 轡
ハ ヘヒ

/イ'＼ こごこ

TableI5.

ノ23456〃5
済み妙ηじカκ

Serumlevelsfbllowingtheintraperito-

nealuseofKM鎗dAKMinpatients.

(100mgLP)

も

Average

蜘篇

1・li/4

AKM

36kg50ys、

28mg/kg

KM
47.5kg53ys.
21mg/kg

33.0

31.7

1/2

46.8

57.0

ili214
42.7

45.6

lI

}3乞8{1ε5

4L5 19.0

6hours

mcglml
lL9

8.3

ない,血中濃度と胆汁中との比較を行なつてみたが,比 較

的胆汁中からの排泄が遅 く,し かも血中に比して低い値

を示した。血中の最高値は30分 後で40mcglm1を 示 し,

胆汁中濃度の最高値は2～4時 間後ll.5～13.omcg/m1

であ り,そ の時の血中濃度は29。4～18.6mcg/m1を 示

し,か なり低い値を示 した。

V.腹 腔内注入時の血申移行濃度

術後感染予防として手術時腹腔内注入を行なつた患者

についてAKMお よびKM1,000mgを 蒸留水に溶解

Testorg.:B.subtilisATCC6633

Method:Cylinderplatemethod NihonUniv.

し注入 した もの で,経 時的に血中への移行濃度を測定

し,KMと の比較 した場合のほとんど同程度の移行度を

示 した。その後,同 患者に同量を筋注 し,そ の時の移行

度をみると表15に 示す とお りKM同 様筋注時の 約

70%程 度 の割合で腹腔内注入の血中への移行を認めた。

VI.臨 床 使 用 成 績

外科的感染症25例,感 染予防症例12例 に つ い て

Tablel6.Acuteperfbrationperitonitistreatedwithaminodeoxykanamycin(1)

Cases

T.A.

T.Y.

T.K.

Y.B.
'K
.O.

Peritonealcultureat

operatlon

Esch.coli

N.Gt

N.G.

N.G.

Esch.coli

Cloaca

AKM

SensitlvitytoMIC(mcg/ml>
KMSMPC-GCPEMTCNA

6.2525>100>rOO>100>100>100>100

1・563・12>100>!0025>lOO>100>100

3・122512.5>100>100>100>100>100

Peritonealculture

afteri.ptherapy

N.G.

N.G.

N.G.

N.G.

EnterOCOCCU∫

NlhonUniV.
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Table16.Acuteperfbrationperitenitistreatedwithaminodeoxykanamycin(2)

Cases

T.A.

T.Y.

T.K.

Y.B.

K.O.

sex/age

M125

M124

M/35

M/25

F/27

diagnosis

10carized

perit.

locarized

perit.

diffuseperit.

diffuseperit.

diffuseperit,

origin

appperfb.

duodenal

ulcer

stomach

uicer

duodeRal

Ulcer

ileum

abstruction

wa血ngむme

3days

6hrs.

24hrs.

7hrs.

5days

aminodeoxykana-

mycindose

(mg/day×days)

S*:400×5

L*:200x3

S*:400×6

L*:1000×l

S*:400×4

L*:200x2

S*:400×5

L*:200×1

S*:400×10

L*:200×13

fever

days

10

4

4

4

12

hosp・

days

26

21

24

21

34

resp・

good

good

9Qod

good

poo「

sequere

cured

cured

cured

cured

cured

note:S*:system五cuse
'

L*:1◎caluse NihonUniv.

Tablel7.Woundinfectionstreatedwithaminodeoxykanamycin

Cases

T.K.

K.E。

H・N・ 曳

S.N。

H.O.

　H

凡

H

E

Age

27

63

61

43

12

フ
ー

9
ム

7

Sex

M

M

M

M

M

F

F

DiagRosis

woundi㎡f,

(MG)

R-cancer

post◎P・

w◎und

Skincancer

wound

Spontan.

inf.gaugle

woundin£

myelit{s

woundinf.

woundinf.

Dosis(mL9/daydays>

200mgx27D

200nig iOD(L)

200mg×212D(L)

200mg

100mg

5D(IM)

フD(IM)

200mg×23D(IM)

100mg5D(IM)

♪

Organism

Pseudemonas

ProteUS

E.coli

StaPh]loco`伽

Pseudemonas

StaPh"loceccas

56ψ 妙Jo60剛5

StaPhylococc2ss

AKMKMSM

>100>100>100

0.812,5>100

0、812、5>100

100100100

>100>100>100

>100>100>100

6.256.25>100

3,126.25>100

A(lj.
therapy

KM(IM)
lg30D

Side
effect

C1三nical

「esp・

POO「

poo「

POO「

poor

poo「

d

d

O

O

O

O

仔5

仔5

AKMの 臨 床 成 績 を 検 討 した 。

対 象 は 穿 孔 性 腹 膜 炎 を 起 こ し,外 科 的 療 法 を 加 え た5'

例,一 般 感 染 症13例,創 感 染7例,術 後 感 染 予 防 症

例12例,計37例 に 使 用 した 。

投 与 量 は1日200mgか ら400mg筋 注 で 開 放 性 感 染

創 に は,局 所 洗 浄 また は 撤 布 を 併 用,ま た 腹 膜 炎 術 後,

腹 腔 内 注 入 を 併 用 した もの もあ る。

投 与 期 間 は3(げ4日 で 長 い の で は16日 使用 した 症 例

もあ る。

感 染 症 の中 で 菌 検 出 され た16症 例 で は,StaPh710cec-

CZtSaureus8株,E.coli7株,PseudomonaS2株,Preteus1

株,Cloaca1株 で,こ の 内3症 例 は 混 合 感 染 で あ つ た 。

これ ら検 出菌 のAKMに 対 す るMICは100倍 稀 釈

の 接 種 菌 量 でStaPh]lococcusで はL56～100mcg/ml,

Ecoliでo・8～12・5mcg/m1,Pseudemenasで100mcg/mI

以 上,Proteuso・8mcg/ml,cloaca3・12mcg/mlで あ つ

た 。

効 果 判 定 基 準 は,教 室 の 基 準 に も とず い て 判定 した。

感 染 症25例 中,有 効16例,無 効9例,そ の他 無 判 定

のもの12例 で,有 効率は64.0%を 示 した。この中の

特に創感染での有効率が低 く,7例 中有効2例 で あつ

た。また,症 例2でPreteusの 感受性O.8mcglmlを 示

しているにもかかわらず,そ の効果を示さないものもあ

つた◇

副作用 として,自 他覚症状および臨床検査上異常を認
ノ

めなかつた。

VII。 総 括

1)抗 菌 作 用 に及 ぼす 諸 因子 の検 討 で は,pH6・0・v

8,0で 強 い 抗 菌 性 を示 し,血 清 の影 響 は 認 め られ なか つ

た。

2)外 科 的 病 巣 由 来 ブ ドウ球 菌100株 の感 受 性 分布 で

はO・8～6.25mcg/mlに73株 く73.0%)分 布 し,大 腸

菌 で は41株(91.0%)が3.14～12.5mcg/mlに あ り,

緑 膿 菌 で は 全 株10Qmcg/ml以 上 で あ つ た 。Klebsdeglaで

はL56～12・5mcg/m1に17株(フ ア.3%),変 形菌 で は

6・25～25,0mcg/m1に32株(80.0%)分 布 して い た。

3)増 量 的 継 代 法 に よ る耐 性獲 得 状 態 をKanamycin,
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Table18.Minorsurgicalinfectionstreatedwithaminodeoxykanarnycin

一I

CasesAge…Sex Diagn◎sisposis(mg/dayd且ys)Organ量sm

書

Sensitivityto

(MIC蹴g/ml)AKMKMS
M

A《封,

therapy

Side

ef琵ct

Clinical

resp・

一冒1調 {婁

　

ご

コ

の

"

"
撚

器

鷲

瓢

"

舐

鵡
舐

㎜

㎜

購

6

2

9

3

0

5

3

2

8

2

8

7

06

1

4

1

2

4

3

4

2

2

3

2

2

MCystitis200mg

acuta

FFuruncle100mg

MPeriprokta1200mg×2

abscess

FMastitis200mg×2

chronica

FLymph◎ ・200mg

adenitis

FCystitis200mg

chronica

FCystitis200】mg

acuta

FCystitis100mg

acuta

MPneumonie200mg

MLympho-200mg

ad.enitis

FCystitis200mg×2

acuta

FMastitis200mg

.acuta

FL,ympho。200mg

adenitis

3D(IM)E.60露

3D(IM)StaPh710ceCCZtS

4D(IM)StaPh]loco`備
E。`o麗

7D(IM)StaPhyle`o``us

3D(IM)ε`ψ 娚o`o`薦

16D(IM)-

3D(IM)E.`oあ

2D(IM)一 一

5D(IM)

7D(IM)

7D(IM)、E.60あ

3D(IM)-

3D(三M)一

12.5

1.56

50
12.5

6.25

3.12

3.12

6.25

25

3.12

100
125

6.25

12.5

12.5

50-

6.251ncis玉on

501ncision

lOO

6.251ncision

501ncisi◎n

50

6.256.25

一good

good

good

-poo「

一一good

-POO「

一
,good

-good

good

good

一学POO「

一一good

-good

Table19.Aminodeoxykanamycinasachem◎prophylaxisinmajorsurgeries

Cases

H.F.

J.H.

FJ.

]M【.M.

G.D.

K.K.

SM.

S.1.

S.T.

K.0,

J.1ζ.

M.S.

Age

9
繭

-
鳳

5

λ
り

ハU

-
轟

の0

9
向

6

4

5

6

5

6

2

5

7

7

ハ0

3

貫
」

匿
」

4

6
0

Sex

葦

ClinicaI

diag.

F

M

M

M

M

F

F

M

M

F

M

M

Gastric

POlyp

Gastric

ca漁cer

Gastric

cancer

Stenosis

(Cardia)

Gastric

cancer

Gastric

cancer

Gastric

cancer

Gastric

ulcer

Choleli網

tiasis

Choleli-
tiasis

Hernia&
hydrocele

Inner
hemenoid

Operation

Gastrectomy

B-1

Gastrectomy

B.11

ProbeLapa

Cardioplasty

RouxFisteI

Gastrecto孤y

B-H

Gastrectomy

B-1

Gastrectomy

B-l

Cholecystec刷

tomy

Choledochod-

ranage

Cholecys-

teαomy

Radica1
コ

operatlon

RadicaI
ウ

oPerauon

Doses(mgldaydays)

400mg

lOOmg

200mgx2

1OOmg

200mg×2
100mg

100mg

200mg

1000mg

lOOmg

100mg

lOOmg

200mg×2

200mgx2
200mg

200mg

200mg

6T(IM)
(IP)
5T(IM)
(IP)

5T(IM)
(IP)

(IP)
5T

(IP)

(IP)

(IP)

(IP)

2P

7T(IM)
(IP)
7D(L)
10D(IM)

4D(IM)

Thera-

peuticd
ays

30

25

35
(died)
104
104

60

24

32

31

57

9
向

4
ム

リ
6

嘩
三

7

Transfusion200m15

abscess(CER500mg
210T)

MMC2mg18T

sFU40emgsT
200mg5T

sFU400mg5T

Transfusion200m1
3T

Side

effect

Clinical

「esp・



1764 CHEMOTHERAPY NOV. 1969

Table.20臨 床 使 用 疾 患

1
症例 有効 無効 副作用

穿孔進腹膜炎

創 感 染

一 般 感 染 症

膀 胱 炎

リンパ腺炎

乳 腺 炎

瘤

肺 炎

膿 瘍

術後感染予防

5例4
ご

72

1310

53

33

21

11

11

11

2516

12

1

5

3

2

0

1

0

0

0

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

計 勘 例

Streptpmycinと 比 較 し・ ブ ドウ球 菌209P株 お よ び大

腸 菌B株 を み る とい ずれ も他 に く らべ 比 較 的 ゆ る や か な

階段 上 昇 を み た。

4)Aminodeoxykanamycin各100mg,250mg,500

mgの 筋 注 時 の 血 中 濃 度 は30分 ～1時 間 後 に最 高 血 中

濃 度 に 達 し,各 々平 均8・6～12・5.mcg/ml,26.7～32,7

mcg加1,44・0～50・1mcg/m1で あ つ た。 尿 中 回収 率 は,

6時 間 ま でで 各.々平 均28.1%,42.1%,39.3k%で あっ

た。 、

5)胆 汁排泄では・最高排泄濃度は2時 間で血中最高

濃度より遅 く,そ の濃度の約1/3～ 玉ノ4程度と低い値を

示 した。

6)外 科的感染症25例 の使用成績では,有 効16例,

無効9例 であつだ。

また,副 作用は自他覚的所見で異状を認めたものはな

かつた。
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AMINODEOXYKANAMYCIN IN SURGICAL FIELD

 SHUNJI ISHIYAMA, TAKASHI SAKABE,  MASAICHI FURUHASHI, 

 UICHI TAKAHASHI, IKU  KAWAKAMI,  ISSEI NAKAYAMA, 

 HIDEO IWAMOTO,  TOSHIHIKO  OSHIMA, MUTSUMI TAKATORI 

             and TETSUYA  WATANABE 

     Department of Ishiyama Surgery, Nihon University

 A  nstract 

  1) The examination of several factors influencing on antibacterial activity of aminodeoxykanamycin 

(abbreviated hereinafter as AKM) has been investigated. As to the result, AKM demonstrated a 
strong antibacterial activity at pH 6.0-8.0, and no influence was observed by serum. 

 2) As for the AKM sensitivity of 100 strains of Staphylococcus isolated from the surgical lesions, 73 
strains (73.0%) were distributed in the range of 0.8-6.25 mcg/ml. Forty-one strains (91.0%) of 
Escherichia coli were distributed between  3:14-12.5 mcg/ml, all Pseudomonas aeruginosa at higher than 
100 mcg/ml, 17 strains (77.3%) of Klebsiella between  1.56-12,5 mcg/ml, and 32 strains (80.0%) of 
Proteus between  6.25-25.0 mcg/ml. 

  3) The development of  revistance against AKM was compared with that of kanamycin and  strepto-
mycin by the serial dilution method. As to the result on AKM, all of 13 strains of Staphylococcus 209P 
and Escherichia coli demonstrated a stepwise rise as slowlly as seen in penicillin G. 

 4) When AKM was administered intramuscularly  in the dose of 100 mg, 250 mg and 500 mg, the 

peak of serum level was attained after 30  minutes-1 hour, indicating  8.6-12.5 mcg/ml,  26.7-32.7 
mcg/ml and 44.0-50.1  mcg/ml respectively. The urine concentration was in the range of  28.1%, 

 42.1% and 39.3% on an average respectively until 6 hours after the administration of AKM. 
  5) As to  the bile concentration of AKM, the peak was attained after 2 hours of the administration, 

i.e.  slower than that of serum. The values were lower there as  1/3-1/4 of serum . 
  6) AKM was applied clinically to 25 cases of surgical infections, and the results obtained were 

effective in 16 cases and  ineffective in 9 cases. No serious side effect was observed both in subjective 
and objective findings.




